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有効成分チオベンカルブ（別名ベンチオカーブ）を含有する農薬の使用方法

１．登録番号 11044：サターン乳剤 

（ベンチオカーブ 50.0%乳剤） 

作物名
適用

雑草名
使用時期

使用量 本剤の

使用

回数

使用方法

ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞを

含む農薬の

総使用回数
薬量

希釈

水量

直播水稲
一年生雑草

ﾏﾂﾊﾞｲ

は種直後~稲出芽前 

(入水 15 日前まで) 

600~ 

1200 mL 

/10 a 

50~100 L 

/10 a 

1 回 

乾田･

落水状態で

全面

土壌散布

1 回 稲出芽揃期~ 

ﾉﾋﾞｴ 1.5 葉期､

但し､収穫 90 日前 

まで

(入水 15 日前まで) 

1000~ 

1500 mL 

/10 a 

稲(箱育苗) 一年生雑草
は種後出芽前

(雑草発生) 

育苗箱

(30×60 cm) 

1 箱当り 

0.13 mL 

育苗箱

(30×60 cm) 

1 箱当り 

13 mL 

育苗箱の

土壌に

均一に

散布する

1 回 

レタス(春播移植

栽培)

レタス(ﾄﾝﾈﾙ･ﾏﾙﾁ

栽培)

非結球レタス(春

播移植栽培)

非結球レタス(ﾄﾝ

ﾈﾙ･ﾏﾙﾁ栽培)
一年生雑草

定植前､ﾏﾙﾁ前

(雑草発生前) 

800~ 

1000 mL 

/10 a 

60~100 L 

/10 a 

土壌

全面処理

すぎ(床替床) 

ひのき(床替床) 

えぞまつ(床替

床) 

とどまつ(床替

床) 

床替活着後

雑草発生前

600~ 

800 mL 

/10 a 

200~300 L 

/10 a 

(200~300 

mL/m2) 

3 回 

以内

所定薬量を

所定量の

水にうすめ

噴霧機

などで

土壌面に

むらなく

散布する

3 回以内 
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２．登録番号 12967：サターンバアロ乳剤 

（プロメトリン 5.0%・ベンチオカーブ 50.0%乳剤） 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 

使用量 本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝを 

含む農薬の 

総使用回数 

ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞを

含む農薬の 

総使用回数 薬量 
希釈 

水量 

直播水稲 
一年生雑草 

ﾏﾂﾊﾞｲ 

は種直後~ 

稲出芽前 

(ﾉﾋﾞｴ 1 葉期

まで) 

(入水 15 日前

まで) 

600~800 

mL/10 a 

70~100 

L/10 a 
1 回 

乾田･ 

落水状態 

で全面 

土壌散布 
1 回 

1 回 

はとむぎ 

一年生雑草 

は種直後 

(雑草発生前) 

500 

mL/10 a 

全面 

土壌散布 
1 回 

にんじん 
600~1000 

mL/10 a 
2 回以内 

とうもろこし 

は種後出芽前 

800~1000 

mL/10 a 
1 回 

らっかせい 
600~800 

mL/10 a 
2 回以内 

いんげんまめ 600~1000 

mL/10 a 
1 回 

だいず 

麦類 
は種直後~ 

麦出芽前 

500~750 

mL/10 a 
2 回以内 
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３．登録番号 14298：サターンバアロ粒剤 

（プロメトリン 0.80%・ベンチオカーブ 8.0%粒剤） 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 使用量 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝを

含む農薬の

総使用回数 

ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞを

含む農薬の 

総使用回数 

直播水稲 
一年生雑草 

ﾏﾂﾊﾞｲ 

は種直後~ 

稲出芽前 

(ﾉﾋﾞｴ発生始期まで) 

(入水 15 日前まで) 

4~6 

kg/10 a 

1 回 

乾田･ 

落水状態で 

全面土壌散布 

1 回 1 回 

小麦 

一年生雑草 

は種後~出芽前 

(雑草発生前) 

3~6 

kg/10 a 

全面土壌散布 

2 回以内 

1 回 

生育初期 

(小麦の 4 葉期まで、 

ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 1.5 葉期

まで) 

3~5 

kg/10 a 

大麦 

は種後~出芽前 

(雑草発生前) 

生育初期 

(大麦の 4 葉期まで、 

ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 1.5 葉期

まで) 

とうもろこし は種直後 

4~6 

kg/10 a 

1 回 
だいず は種後~出芽前 

(雑草発生前) らっかせい 

2 回以内 
にんじん 

は種直後 

(雑草発生前) 

たまねぎ 
定植直後 

(雑草発生始期まで) 
1 回 

ねぎ 
4~5 

kg/10 a 

つつじ類 

つばき類 

植付後 

(雑草発生前) 

4~6 

kg/10 a 

3 回 

以内 
3 回以内 3 回以内 

桑 

春期発芽前 

又は夏切後 

(雑草発生前) 

5~6 

kg/10 a 

2 回 

以内 
2 回以内 2 回以内 
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４．登録番号 18606：クリアターン乳剤 
（ベンチオカーブ 50.0%・ペンディメタリン 5.0%・リニュロン 7.5%乳剤） 

作物名 
適用 

雑草名 

使用 

時期 

使用量 
本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞを

含む農薬の 

総使用回数 

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝを

含む農薬の 

総使用回数 

ﾘﾆｭﾛﾝを 

含む農薬の

総使用回数 薬量 
希釈 

水量 

だいず 

えだまめ 

一年生

雑草 

は種直後 

(雑草発生前) 

500~800 

mL/10 a 

70~100 

L/10 a 
1 回 

全面

土壌

散布 

1 回 1 回 

2 回以内 

(全面土壌 

散布は 

1 回以内､ 

雑草茎葉兼 

土壌散布は 

1 回以内) 

定植 3 日前ま

で (雑草発生

前) 

500~700 

mL/10 a 

小麦 

は種直後 

(雑草 

発生前) 

400~700 

mL/10 a 

1 回 
大麦 

500~700 

mL/10 a 

飼料用とうも

ろこし 

500~800 

mL/10 a 

ばれいしょ 

植付後 

~萌芽期 

(雑草発生前) 

600~800 

mL/10 a 

にんじん 
は種直後 

(雑草発生前) 

500~700 

mL/10 a 

2 回以内 

(は種直後は 

1 回以内、

にんじん

3~5 葉期は

1 回以内) 

らっかせい 
100 

L/10 a 
1 回 
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５．登録番号 18859：クリアターン細粒剤Ｆ 

（ベンチオカーブ 8.0%・ペンディメタリン 0.80%・リニュロン 1.2%粉粒剤） 

作物名 
適用 

雑草名 

使用 

時期 
使用量 

本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞを

含む農薬の 

総使用回数 

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝを 

含む農薬の 

総使用回数 

ﾘﾆｭﾛﾝを含む 

農薬の 

総使用回数 

小麦 

一年生

雑草 

は種直後 

(雑草発生前) 

4~5 

kg/10 a 
1 回 

全面土壌

散布 
1 回 

1 回 

1 回 大麦 

飼料用とうも

ろこし 

だいず 

えだまめ 

2 回以内 

(全面土壌散布は

1 回以内、雑草

茎葉兼土壌散布

は 1 回以内) 

にんじん 

2 回以内 

(は種直後は 1 回

以内、にんじん

3~5 葉期は 1 回

以内) 

ばれいしょ 
植付後 

~萌芽前 

(雑草発生前) 

1 回 
さといも 

2 回以内 

(土寄せ後の処

理は 1 回以内) 
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６．登録番号 23572：ゲキテツ１キロ粒剤 

（ピラゾスルフロンエチル 0.30%・ベンチオカーブ 21.0%・ペントキサゾン 4.0%粒剤） 

作物名 
適用 

雑草名 

使用時

期 

適用 

土壌 

使

用

量 

本剤

の 

使用 

回数 

使用 

方法 
適用地帯 

ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙ

ﾌﾛﾝｴﾁﾙ

を含む

農薬の

総使用

回数 

ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ

を含む農

薬の総使

用回数 

ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝを

含む農薬の総

使用回数 

移植水

稲 

水田 

一年生 

雑草 

ﾏﾂﾊﾞｲ 

ﾎﾀﾙｲ 

ｳﾘｶﾜ 

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂ

ﾘ 

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ 

(東北) 

ﾋﾙﾑｼﾛ 

ｾﾘ 

移植直

後 

~ﾉﾋﾞｴ 

2 葉期 

但し、 

移植後 

30 日ま

で 

砂壌土

~埴土 

1kg 

/10a 
1 回 

湛水 

散布 

東北 

1 回 1 回 2 回以内 

壌土~

埴土 

北陸､関東･東山･東

海の普通期及び早期

栽培地帯､近畿･中

国･四国､九州の普通

期栽培地帯 

移植時 

砂壌土

~埴土 田植 

同時 

散布

機で 

施用 

東北 

壌土~

埴土 

北陸､関東･東山･東

海の普通期及び早期

栽培地帯､近畿･中

国･四国､九州の普通

期栽培地帯 

 

 


